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特 集

新潟県厚生連 新人看護師の現任教育について

Ⅰ．緒言にかえて

けいなん総合病院看護部；看護師

くろ さき き わ こ

黒崎貴和子

近年の医療技術の発展、患者の権利意識の高揚、人
権の尊重（倫理）などを背景に、患者様にとって安心
で安全な臨床実践能力が、より強く看護者に求められ
るようになりました。そして、それらを背景に、看護
教育はますます高度化しています。しかしながら、教
育現場では、医療機関の医療安全管理体制の強化や患
者、家族の意識の変化等により、実習の範囲や機会が
限定される傾向にあり、新人の育成は資格取得後の現
場に託される現状があります。卒業を控えた学生は、
より充実した現任教育が受けられる病院へと就職を決
め、選択基準は、「卒業後の教育が充実している」か
どうかであります。
今、看護職員の継続教育の成否は看護師の定着率に

も影響しかねない状況にあります。
当厚生連では、１５病院でそれぞれ独自の現任教育

計画で看護師の育成に当たってきましたが、課題もあ
りました。多くは、どちらかというと新人教育に力を
入れ、いわゆる中堅の能力開発は個人の力量に委ねて
いた感があります。しかし、新人教育に力を注ぎ自立
させたら、その後も目標を持ってステップアップでき
るような支援も必要です。せっかく育てたのに… と

いう嘆きを口にしない為にも。教育ニーズ調査では、
３～４年目の看護師達が目標を失っているとの報告
があります。与えられる教育に慣れてしまい、次なる
目標が見えない看護師達に、もはや経年別教育だけで
は達成感や満足感は期待できません。今回、「病院機
能評価」をきっかけにし段階別の教育計画も考慮し
た、新潟県厚生連看護部の教育体系を作成しました。
従来の技術中心の職場内教育（OJT）から、事故防
止・感染防止・看護倫理・個人情報保護・災害看護な
ど、新人にも要求される知識・技術も加味したクリニ
カルラダー（臨床実践能力習熟段階）を是非、活用し
新人の時から主体的にラダーに取り組まれる事を願っ
ています（厚生労働省 「新人看護職員の臨床実践能
力の向上に関する検討会」報告書参照）。

今回、各病院のプリセプター（先輩看護師）よりプ
リセプティー（新人看護師）とのかかわり（プリセプ
ターシップ）について投稿させていただきました。そ
れぞれ悩みながらも、今後の厚生連看護部を担う人材
育成に努力している姿がうかがえると思います。

Ⅱ．プリセプターとしてのかかわり

Ⅱ－１．プリセプターとして学んだこと

糸魚川総合病院看護部；看護師

しら さわ あや こ

白澤 綾子

私が新人の頃は、社会人として環境に慣れることが
難しく病棟のスタッフとの人間関係や患者様への接し
方など、さまざまな場面で緊張の連続でした。看護学
生の時と異なり臨床での看護は、看護師としての責任
を担うことを重く感じていました。一つ一つ看護行為
を行うごとに自分が納得できるまでは何度もプリセプ
ターより指導をしてもらっていました。また、失敗し
たときは一緒に原因を追究し、振り返りを行いまし

た。
私がプリセプターより学んだことは、「指導してく
れた先輩方々への感謝の気持ちを忘れないこと。頑張
ることは、今、力にならなくてもいつのまにか身につ
いていくものである。そして、誰かが見ていてくれる
ものである。」
私はその学びを生かしながら自分の看護観に向かっ
て患者様に接するように心がけたいと感じました。そ
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の私がプリセプターとして新人を指導する立場となり
難しく感じたことは、新人との人間関係を築くことで
あります。新人とのコミュニケーションを多くはかる
ことにより、お互いの信頼関係を深めることが重要と
考えました。しかし、一人一人個性が違い性格を把握
するまでどのように接していけば良いのか悩むことが
多くありました。指導するタイミングも難しく感じそ
の都度根気よく指導することが大切と思いできるだけ
声がけを多くしました。出来たところは誉めることに
よって、自信を持つことが出来、次のステップへとつ
ながります。更にひとり立ちするために見守る姿勢も

大切です。そして、分からない時はいつでも相談にの
れる体制を整えておくことも重要であります。
私は今までプリセプターとして、二人の新人の指導
をしてきました。プリセプターとして指導しながら、
自分自身も学ぶことが多く新人と共に成長していると
実感しています。プリセプターの関わりをとおして新
人の性格を把握し、それぞれの性格を考慮しながら指
導することが大切であると学びました。自分が新人で
あった時に学んだことを忘れずに今後もプリセプター
として努力していきたいと考えています。

Ⅱ－２．プリセプターとしてのかかわりを通して

けいなん総合病院看護部；看護師

たけ の うち ゆ み

竹ノ内由美

４月１日、初々しい白衣の中に、希望と不安に満
ちた新人看護師達の瞳が印象的だったのを思い出しま
す。３月末にプリセプターに任命され、私自身が新
人看護師であった頃を思い出しました。しかし、５
年目の私はこれからプリセプティとどのように関わっ
たらいいのか不安がありました。新人が入職する前に
行われた院内のプリセプターシップ研修会でプリセプ
ターとしての準備教育を受けました。今回、私がプリ
セプターとして、実際に新人看護師と向かいあってか
らの半年を振り返ってみました。
４月では、やはり理想と現実、または実習の場と

勤務現場の違いから起きてくる衝撃（リアリティ
ショック）が見受けられました。このため、プリセプ
ティとの関わりを増やし、精神面での関わりを密にし
ていきました。また、プリセプティには日々の振り返
りと共に、自己学習の必要性を伝えてきました。学習
した内容は新人ノートにまとめられ、どのスタッフか
らも指導が受けられるようにしました。当院の新人教
育計画は厚生連看護部教育体系のクリニカルラダー
（臨床実践能力評価表）に則った卒後１年目の目標
にそって、２ヶ月毎の行動目標を示し評価していま
す。そして、評価結果はチーム会に報告し、プリセプ

ティをチーム全体で支え、育ててもらうようスタッフ
に協力をお願いしています。
具体的には、チーム目標に新人育成の項目を盛り込
んでもらい、チーム会のたびに新人育成について話し
合われるような仕組みを作ってもらっています。
また、プリセプターはプリセプターシップの振り返
りを年２回、評価表を用い自己評価を行っています。
プリセプターとして、力量の無さを感じ落ち込む事も
ありますが、「チーム全体で育てる」というプリセプ
ターのサポート体制にも助けられています。
病棟スタッフには、プリセプティの達成目標を明確
にし、スタッフにもプリセプティとの関わりをとるよ
う心がけてもらいました。
プリセプター１年目の私が、プリセプティと共に
悩み苦しみながらもここまでこれたのは、病棟師長は
じめチーム全体の協力と支えがあってのことと思って
います。今、新人達は、自ら定期的に“新人会”を開
き、情報交換を行っています。主体的に行動し、学習
する姿を頼もしく感じています。私自身もプリセプ
ターを通して成長できるよう努力していきたいと思っ
ています。

Ⅱ－３．新人教育において大切なこと ―プリセプターの経験をとおして―

上越総合病院看護部；看護師

き なみ かず み

木南 和美

当院では昨年度から多くの新人が就職しました。そ
れに伴い各病棟、外来のプリセプターが集まり、月
１回会議を行い、現状報告、各個人の行動目標の確

認、業務チエックリストの確認を行い、今年度からは、
新人教育が独立し、クリニカルラダーに沿い、毎月
１回の集合教育の計画立案から実施を行っていま
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す。
その他に私が所属の病棟では病棟全体で各看護師が

職場内教育として業務手順の指導やその他に新人個別
に「新人ノート」を作り、毎日の業務の振り返りを書
いてもらい、その日の新人担当者が疑問に答えたり、
励ましのコメントを記入しています。そのノートは各
個人の物ですが、皆が見える所にノートを設置して見
てもらってます。そうする事により、病棟全体で新人
を育てる意識の他にプリセプターの負担の軽減を図っ
ています。新人、プリセプター、アソシエイトで月
１回集まり、今月の振り返りや来月の目標を話し合っ
ています。この場は決して『個人の差』を見るのでは
なく、『安らげる・悩みが言える場』になれるように
和やかに会議を行っています。
私が新人教育に関わり４年目になります。この４

年間で新人教育の大切さが学べました。

新人教育に大切なことは『心を通じ合わせる』事で
はないかと思います。新人と担当者の心の溝が開いて
いたら関係は上手く行きません。看護技術など業務も
大切ですが、患者様やスタッフ同士のコミュニケー
ションが私は新人教育において大切なことではないか
と思っています。新人のストレス解消などのメンタル
ケアーも心がけるように接しています。新人指導は社
会人として看護師としての第１歩です。その土台作
りがしっかりできるように時には厳しく、時には優し
く接する・・・これが『心を通わせる』ではないかと
私は考えています。
しかし逆に学ぶ事も多いです。言葉使いや接遇など
私が忘れてしまった「初心」を教えてくれます。この
４年間は私自身に成長できた時間です。今後も各個
人、１人の看護師として手本や頼れる存在になって
いきたいと思っています。

Ⅱ－４．新人看護師の現任教育について
―プリセプターとしてのかかわりを通して―

刈羽郡総合病院看護部；看護師

な ぐも あや こ

南雲 綾子

私がプリセプターを任されることに決まったとき、
まず一番に考えたのが、果たして私に勤まるのだろう
かということでした。なぜなら、三年間の学生生活を
経て晴れて看護師として働き始める新人看護師にとっ
て、大きな夢や希望を抱く一方、その気持ちに比例し
て大きな不安ものしかかってくるからでした。その不
安をいかに軽減させていくことができるのか、私には
とても大役に思えてきました。
そんな自分自身にも不安を抱いた状態で４月から

の勤務が始まりましたが、実際にプリセプターとして
関わっていくうちに、抱いていた不安は少しずつ軽減
していき、その一方でなぜプリセプターという存在が
必要になるのか、その必要性を実感していくことがで
きるようになってきました。
自分がプリセプティ時代にも感じたことですが、実

際の職場では学生時代に学べないことがたくさんあり
ます。知識や技術については教科書やマニュアル本に
載っていますが、何人もの患者さんと対応していくな
かで、教科書通りにいかないことが多かったり、職場
での人間関係など様々な不安や悩みが生じてきます。
そんな時に、不安を聞いてくれる、一緒に考えてくれ

る存在がいるというのは、プリセプティにとって心強
いのではないでしょうか。プリセプターというと、新
人看護師に指導しなくてはならない、全て教え込まな
くてはならないというイメージを持ってしまいがちで
すが、共に考え成長していく存在がいてくれること
で、プリセプティの不安の軽減を図っていくことがで
き、一歩一歩前進していくことができるのだと思いま
す。プリセプティと関わっていくうちに、そう考えら
れるようになり、自分にとってプリセプターというも
のが負担に感じなくなってきています。また、周りの
スタッフが協力して一緒に育てていこうとサポートし
てくれていることも、このように考えられるように
なった一因だと思います。
現在は、プリセプティの存在により、自分自身が新
たに気付かされることが多く、一緒に成長していく
チャンスを逃さないようにしなくてはと感じていま
す。まだまだお互い成長途中ではありますが、少しず
つ不安を軽減していき、伸び伸びと仕事に打ち込めプ
リセプティが自分らしい看護観を持てるようサポート
していけたらと思っています。
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Ⅱ－５．プリセプターとしてのかかわりを通して

中条第二病院看護部；看護師

やま だ か おり

山田 香織

プリセプターの任命を受けて、新人にしっかり教え
なくてはいけないという責任感と自分に教えることが
できるのだろうかという不安な気持ちを持ちました。
しかし第一回目のプリセプター会議で、プリセプター
とは新人を教育するだけでなく共に学びあう「共育」
であることを教えていただきました。自分も一緒に勉
強して二人で成長できれば良いという思いに変りまし
た。実際新人の指導にあたるため基本に振り返ってみ
ると、知識不足であったり間違った知識を習得してし
まったりしていました。自分自身の知識や技術を評価
する良い機会になりました。
新人と向き合うときには自分の新人時代を思い出す

ようにしてきました。新しい環境と人間関係は緊張の
連続でした。知っていてもとっさにどう行動してよい
か分からなくなることも多いと思います。これはこの
前教えてあげたから期待通りに動いて欲しいと思って
も最初は思うようにいかないと思います。一人で患者
様の所へ行くのは不安で何度も確認していました。自

分の新人時代はそうでした。しかし担当のプリセプ
ティは学生時代の実習での経験が多く、「わかりま
す。」「したことがあります。」「できます。」と返事が
戻ってくることが多く自分とは違うと思い戸惑いまし
た。その反面ゆっくり話す機会を作ると不安で仕方な
いという思いが表出されるため、不安なところ知識の
未熟なところをサポートしてあげられるように、いつ
でも声をかけあいやすい雰囲気作りを心がけてきまし
た。また直接指導してもらい習得していくだけでな
く、患者様とのコミュニケーション技術などは先輩看
護師が患者様と直接接しているのを見て学んでいくこ
ともあると思います。言葉遣い、挨拶、行動など手本
にならなければいけないことも多くありました。手本
になったり、指導するにはまず自分が勉強することが
必要でした。また忘れていた基本的なことを不意に質
問されて一緒に本を開いて勉強することもありまし
た。この一年は新人と一緒に学びあえ自分も成長する
ことができた有意義な年であったと思います。

Ⅱ－６．共に学び成長する

魚沼病院看護部；看護師

うみ はつ けん

海發 健

私は、外科・整形外科・小児科の混合病棟に勤務し
ています。今年より一般病棟に勤務移動となり、整形
外科チームに配属されてようやく一般病棟の勤務にも
徐々に慣れ始めたと思ったところに、プリセプターの
依頼を受け「自分に出来るのだろうか。」と不安に感
じました。しかし逆に病棟を移って期間がたっていな
いために、新しく覚えたことや教わった事をそのまま
伝えることができたし、自分が病棟に慣れはじめてミ
スが多くなるだろうと予想していた時期だったため
に、自分自身の気も引き締まりました。
また、プリセプティが自分の意見をしっかりと持っ

ていて、それを言葉に出して表現できる人だったため
に、なるべく新人の意見を尊重して自分の意見を押し
付けないように心掛け、必要時にアドバイスを与えら
れるように、関わりを行いました。４月から６月ま
では、オリエンテーションを初め見学しながら徐々に
病棟に慣れ、６月から９月で他のスタッフと共に看
護技術を学びながら、少人数からの受け持ち患者を持
ち目標の評価を行っています。プリセプティからは、

学校の実習ではほとんど手技的な事をせずにコミュニ
ケーションや保清程度であったために、看護技術に自
信が無いとの言動も聞かれ、自分が学んだときから、
学校の教育もずいぶんと変わってきており、そのこと
を頭において関わっていかなければならないし、目標
の立案や評価も行わなければならないと感じました。
今までの関わりを通してプリセプターとして、自分
自身プリセプティに対して指導しなければならないと
いう思いが強く肩に力が入りすぎていて、上手くかか
わりが出来なかったし、コミュニケーションが取りに
くかったのだと感じます。たしかに、新人の教育や指
導が必要ではありますが、病棟師長や主任から「新人
はプリセプター１人で育てるものでなく、みんなで
育てるものだから。」と言って頂き、チームスタッフ
みんなが積極的に関わってくれるため、新人と一緒に
学んだり悩んだりする事により、自分自身も成長する
ことができているのではと思います。今後も病棟のス
タッフの助言を受けつつ、新人と共に学んで行きたい
と思います。
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Ⅱ－７．新人主体の指導とは ―プリセプターとしてのかかわりを通して―

長岡中央綜合病院看護部；看護師

お だ とも こ

小田 知子

当院では毎年新人を受け入れています。その新人を
育てていく為にプリセプターはもちろん、病棟スタッ
フや教育委員会、他職種など多くの方々の協力と支援
があります。
私は、プリセプターを二年経験させてもらっていま

すが、この経験の中であらためて考えさせられたこと
があります。それは、「新人教育は相手の成長に合わ
せてすすめる」ということです。
これは、私のプリセプターとしての係わりの反省か

ら出てきたものです。新人に少しでも早く現場に慣れ
てもらいたい、スタッフの一員となって動けるように
なってもらいたいという期待から、「教えること」で
頭がいっぱいになってしまい、相手の反応や理解の程
度の確認が不十分なまま指導を続けてきたことです。
医療の高度化や、質の高い看護が求められる時代にお
いては、本当に教えることはたくさんあります。「教

えること」で自己満足していては本当の新人教育には
なりません。指導や説明をする時に、なぜそうするの
か根拠を示し、新人がその意味を理解し納得している
か確認しながらすすめていかなければなりません。そ
れを気付かせてくれたのは、病棟スタッフやプリセプ
ター会議での意見でした。新人の個性や特徴をとら
え、それに合った指導の方法を実践している意見はと
ても参考になりました。
また、これからは「教える指導」だけではなく、主
体的に学んだり考えさせる指導も行っていかなければ
ならないと思います。そのために、自分で目標をあげ
たり、なりたい看護師像をはっきりさせるなど、自分
の考えを言葉で表現させることが必要です。主体的な
学びによって、自分の興味があることに気付き、自分
に必要と思われる知識を広げていってもらいたいと思
います。

Ⅱ－８．プリセプターとしてのかかわりを通して

栃尾郷病院看護部；看護師

さ の な お み

佐野奈穂美

今年の春、卒業したてのプリセプティに対し、４０
歳間近で子持ちの私がプリセプターに抜擢され、正直
不安でいっぱいでした。当院のプリセプターの一番の
目的は精神面のフォローです。技術に関してはスタッ
フ全員で指導出来ますが、プリセプターはプリセプ
ティが悩みを打ち明けられるような良き相談者である
ことが大切です。年齢が離れているだけに私にとって
は大きな課題です。
実際、４月から一緒に仕事をしてみて、最初は日

勤も夜勤もずっと一緒でした。まだすべてにおいて知
らない事だらけのプリセプティ、「最初が肝心」と１
つ１つ説明しながら指導していると、プリセプティ
も覚えることが多いので大変だったと思います。私自
身もとても疲れました。正直、プリセプティと離れる
時間は安堵しました。このままやっていけるのだろう
かという不安がありましたが、プリセプティが徐々に
病棟に慣れ、業務を覚えてきぱきとこなしている姿を
見ていると、自分のことのようにとても嬉しくなりま
した。
最初はどう接したらいいのか、全く看護業務を実践

していない相手がいかに楽しく仕事できるか、学生の
頃とのギャップをどう埋められるのか、どうやったら
早く看護の知識・業務を習得できるか、といろいろ考

えました。
１つは、予習復習も大切ですが、私はとにかく一
緒に業務を体験させました。教科書を見てもすぐ忘れ
たりピンと来なかったりすることがありますが、実際
に体験してみると、やったことが記憶に残ります。体
験した後から振り返ると、今まで理解できなかったこ
とがとてもよく理解できると思うのです。
２つ目は、話をよく聞き一方的に叱らない、良い
ことは褒め悪いことは注意するようにしています。人
間やはり褒められると気分がよくなり自信が持てるよ
うになります。怒られてばかりいるとやる気を失くし
ます。プリセプターとして係わっていると子育てと共
通する点があり、私自身とても勉強になります。
３つ目は、プリセプティ自身をよく知ることも大
切です。相手がどういうタイプの人か、それによって
接し方もかわってきます。
半年たった今、プリセプティの成長ぶりに驚いてい
ます。私自身プリセプティと共に学ぶことが多々あり
ます。プリセプティは「面白い、ここに就職してよかっ
た」と言ってくれます。周りのスタッフも協力してく
れます。プリセプターをさせてもらい、まだ課題もあ
りますが少しは役割を果たせているようでよかったと
思っています。
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Ⅱ－９．プリセプターとしてのかかわりを通して

三条総合病院看護部；看護師

ふじ もと さ よ こ

藤本小夜子

プリセプターとして任命され、今年の４月で丸１
年。ようやく自分の仕事がこなせるようになってきた
３年目にふってわいた大役に、手探りながらも奮闘
し、気がつくと、本当にあっという間にすぎたプリセ
プター任期でした。
プリセプテイと関わったさまざまな局面で、多くの

事を学び、自分なりの成長を得ることができました
が、その中でも観察視野の広がりが一番の成長だった
様に思います。
４月からプリセプテイと一緒に業務にあたり、最

初はとにかく日常の仕事を覚えてもらわなくてはなら
ない、と単なる技術指導に終始していました。
徐々にマンツーマンでなくても良いようになると、

プリセプテイの動き方や業務の進み具合を、自分ある
いは周囲のスタッフと相対的にみて、遅れている部分
は早めにフォローできるように・・・と観察すること
を心掛けるようにしました。それは、プリセプテイが
業務的に独り立ちできるようになってからも続けてお
り、いつしか、プリセプテイ以外のスタッフも同じ視
点で観察するようになりました。
その人がその日、担当している患者の状態や処置の

ない様、全体業務量、他のメンバーの業務と比べた時
の進み具合はどうだろう？・・・など。

それまではどちらかというと、同じ［観察］でも技
術方法のみに注視し、自分の方法と比べるといった狭
い視野でしか観察ができていませんでした。同時期に
３年目のリーダー研修を受け、リーダー業務に携わ
るようになったことも少なからず関係しているので
しょうが、プリセプテイと一緒の時間を過ごしたから
こそ得られた視点と思います。
また看護技術ひとつひとつに対しても改めて学び直
すことができ、今後も専門職として継続した学習をし
ていくにはどうすべきか、考える良い機会となりまし
た。
なにより、プリセプテイの一所懸命な業務への取り
組み、患者さんへの真摯な対応に、自分の看護の仕事
に携わろうと思った初心を思い出すと共に、目を見張
る成長ぶりには喜びと刺激を受け続けています。今後
も、まだ経験していない字術や、新しく導入されるだ
ろう理論に積極的に取り組み、後輩との関わりを大切
にしていきたいと思います。
そして、このようなすばらしい機会を与えて下さ
り、１年間、陰に日向にプリセプテイ・プリセプター
双方をサポートして下さったスタッフの皆様に感謝い
たします。

Ⅱ－１０．新人看護師の現任教育について
―プリセプターとしてのかかわりを通して―

村上総合病院看護部；看護師

こ やま さ と み

小山沙登美

新人看護師は、患者様やスタッフとの関わり、初め
て実施する看護技術、様々な疾患に対する看護など、
多くの不安を抱えながら働いています。そして様々な
体験をし、一つ一つ自分のものにしていけるように
日々頑張っています。そのため、プリセプターは多く
の不安を抱えている新人看護師の相談相手であり、看
護技術や日常業務を教えたりする指導者でなければな
りません。
新人看護師は、自分の想像していた看護師の仕事と

実際の仕事との違いに悩んだり、看護技術が出来ない
ことで悩むことがあります。これらの悩みは、様々な
ことを経験し、実施していけば解決すると思います。
しかし、スタッフとの人間関係がうまくいかず、悩み、
仕事をやめようとまで考えている新人看護師を、勇気

づけ、頑張って仕事に来て働いてもらえるようにする
のはとても難しいことです。人間関係がうまくいかな
い理由が、新人看護師の性格にあるとなるとなおさら
困難です。看護師の仕事に関わらず、社会に出れば様々
な人と知り合い、苦手な人とも関わっていかなければ
なりませんが、看護の仕事は他の職業とは違い一人で
は出来ないため、スタッフとの人間関係が重要となり
ます。プリセプターが新人看護師とスタッフとの間に
立ち、人間関係がうまくいくように働きかける必要が
ありますが、勤務の関係で出来ないことも多くありま
す。そのため、チームや病棟全体で人間関係がうまく
いくように、協力を求めることもプリセプターの重要
な役割だと考えます。プリセプターも、日々自分の指
導が正しいのか、新人看護師を傷つけないように、意
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欲を失わないように注意するにはどうしたらいいのか
悩んでいます。そのため、約２ケ月に１度行われる
プリセプター会議で意見交換をしたり、情報を共有す
る場があることはとても助かっています。また、新人

看護師の指導を一人で背負わず、チームや病棟全体で
教育できるようにスタッフに協力を求めたり、相談に
乗ってもらい、新人看護師が不安なく、楽しく働ける
ようにこれからも頑張っていきたいと思っています。

Ⅱ－１１．新人とのかかわりを通しての自己の学び

佐渡総合病院看護部；看護師

きく ち ひと み

菊池 仁美

看護師となり今年で５年目となりますが、常に新
人の頃の気持ちを大切にして日々看護に携わっていま
す。新人の頃、先輩に支えられながら何度も壁を乗り
切った事を思い出します。その先輩の支えや自分自身
の頑張りが今でも私の原動力になっています。
今年度、初めてプリセプターとなり、「新人の気持
ちを理解し、リアリティーショックを与えないよう
関っていこう。看護師になって良かったと思えるよう
な関わりをしよう」と思いました。初めの頃は、慣れ
ない環境で体力的にも精神的にも大変な時期と思い、
新人からの質問に対しすぐ答えを教え、自分で考えな
くても問題を解決できるよう関わっていました。しか
し、２ヵ月経過した頃、薬の学習をしてくるよう指
導しましたが、確認するたびに「すみません、調べて
いません」という返事が返ってきました。なぜ自己学
習ができないかと考えた時、新人だけでなく、１つ
１つの行動に手を出していたプリセプターである私
の関わり方が新人の自主性を欠く事になっている事に
気がつきました。他のプリセプターが関っている新人
がどんどん成長しているように見えて不安と焦りが増

していき自分の力の無さに苛立つばかりでした。そん
な時、師長から「コーチング」というコミニケーショ
ンスキルを教えていただきました。コーチングとは、
対象者の自発的行動を促すと共に最大限のやる気を引
き出し、最善の努力をすることをサポートし、勇気づ
けるコミニケーションスキルです。コーチングを学び
改めてプリセプターとしての役割を明確にする事がで
き、新人との関り方に対し方向性を見出せるようにな
りました。
プリセプターとして半年が経過した今、私自身が

コーチングというコミニケーションスキルをより深く
学習し、それを新人指導に活用することにより、新人
の意向を尊重しながら自主性の成長を支えていきたい
と思っています。又、私も共に成長していきたいと考
えています。プリセプターという役割を与えていただ
き、日々の新人への関わりを通して私も自己を振返
り、看護についての考えを見直す機会となりました。
他のプリセプターとも連携を取りながら、残されたプ
リセプターとして期間を有意義に過ごしていきたいと
思っています。


